
3 よしかわ議会だより

公
明
党
吉
川
市
議
団

小
野　

潔

（
問
）　

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
を

活
用
し
た
「
観
光
地
域
づ
く
り
振
興

事
業
」
の
具
体
的
内
容
と
シ
テ
ィ
ー

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
の
設
置
を
問
う
。

（
答
）　

観
光
コ
ン
セ
プ
ト
を
設
定
し
、

既
存
の
観
光
資
源
へ
の
新
た
な
価
値

の
付
加
、
新
し
い
資
源
の
掘
り
起
こ

し
、
な
ま
ず
を
使
っ
た
街
お
こ
し
を

し
て
い
る
自
治
体
と
の
地
域
間
連
携

を
す
る
。
課
に
つ
い
て
は
現
行
の
体

制
で
行
く
。

（
問
）　

①
交
通
空
白
区
、
交
通
過
疎

地
域
へ
の
充
実
し
た
公
共
交
通
に
つ

い
て
問
う
。
②
民
間
保
育
所
へ
の
保

育
士
確
保
の
支
援
策
に
つ
い
て
。
③

障
が
い
福
祉
課
設
置
に
あ
た
り
障
が

い
者
就
労
支
援
施
策
を
問
う
。
④
大

規
模
改
修
を
行
う
東
中
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
、
28
年
度
設
計
、
29
年
度
以

降
設
置
を
評
価
し
つ
つ
、
そ
れ
以
外

の
小
中
学
校
の
普
通
教
室
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
の
推
進
を
問
う
。

（
答
）　

①
先
進
事
例
を
研
究
し
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
検
討
。
②
平

成
27
年
度
の
民
間
保
育
所
の
決
算
を

見
て
必
要
な
支
援
策
を
検
討
し
て
い

く
。
③
重
要
課
題
と
認
識
し
て
い
る
、

庁
舎
内
で
特
別
支
援
学
校
生
徒
の
就

労
体
験
の
機
会
拡
大
を
図
り
、
就
労

支
援
を
行
う
事
業
所
と
連
携
を
図
っ

て
い
く
。
④
大
規
模
改
修
等
に
合
わ

せ
て
順
次
設
置
し
て
い
く
。

日
本
共
産
党
吉
川
市
議
員
団

佐
藤 

清
治

（
問
）　

給
食
費
の
値
上
げ
に
つ
い
て

市
長
は
12
月
議
会
の
段
階
で
は
ま
だ

正
式
に
決
定
し
た
訳
で
は
な
い
と

言
っ
て
い
た
。

　

12
月
議
会
で
の
答
弁
を
ふ
ま
え
て

ど
う
い
う
検
討
を
し
て
教
育
委
員
会

で
値
上
げ
を
決
定
し
市
長
が
了
解
し

た
の
か
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

小
学
校
で
月
４
０
０
円
、
中
学
校

で
月
５
０
０
円
、
６
６
４
５
人
が
対

象
に
な
る
。

　

今
、
全
国
の
自
治
体
で
も
支
援
を

し
て
、
で
き
る
だ
け
負
担
が
重
く
な

ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

（
答
）　

12
月
議
会
で
15
年
間
、
据
え

置
き
に
な
っ
て
い
た
理
由
は
何
だ
っ

た
の
か
、
本
当
に
子
ど
も
達
の
為
に

な
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
疑
問
を
投

げ
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

私
と
し
て
は
、
当
然
、
子
ど
も
達

に
き
ち
ん
と
し
た
食
材
で
食
事
を
提

供
し
て
い
く
こ
と
は
大
事
だ
と
思
っ

て
い
る
。
私
と
し
て
は
ま
っ
た
く
反

対
す
る
こ
と
は
な
い
。

（
問
）　

幼
児
教
育
の
無
償
化
に
適
切

に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
と
述
べ
て

い
る
が
具
体
策
は
。

（
答
）　

当
市
に
お
き
ま
し
て
も
国
の

政
令
の
改
正
を
踏
ま
え
適
切
に
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。

自
民
・
み
ら
い

中
嶋　

通
治

（
問
）　

水
害
対
策
へ
の
現
状
認
識
、

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
の
考
え
方
、

改
善
点
に
つ
い
て
、
ま
た
、
新
庁
舎

建
設
に
つ
い
て
は
、
附
帯
意
見
が
全

会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
が
考
え
方
は
。

（
答
）　

内
水
へ
の
対
策
と
河
川
改
修

等
の
治
水
対
策
は
重
要
で
あ
る
。
職

員
の
初
動
体
制
の
見
直
し
等
、
ハ
ー

ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
見
直
し
を

進
め
る
。
新
庁
舎
の
決
議
に
つ
い
て

は
、
皆
様
の
意
見
を
伺
い
、
検
討
を

重
ね
た
も
の
と
十
分
認
識
し
て
い
る
。

市
長
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
頂
い
た
意
見
を

加
味
し
「
お
あ
し
す
」
東
側
に
決
定

し
た
。
防
災
拠
点
と
し
て
「
官
庁
施

設
の
総
合
耐
震
計
画
基
準
」
に
お
け

る
最
高
水
準
で
整
備
す
る
。

（
問
）　

国
際
交
流
の
現
状
認
識
と
今

後
の
推
進
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

（
答
）　

事
業
を
通
じ
て
互
い
の
文
化

や
習
慣
を
認
め
合
う
と
と
も
に
、
日

本
の
良
さ
を
世
界
に
発
信
す
る
事
が

大
切
で
あ
る
。
他
の
国
と
の
新
た
な

交
流
の
可
能
性
を
見
据
え
取
り
組
む
。

（
問
）　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
取
り

組
み
を
ど
の
様
に
据
え
て
い
る
の
か
。

（
答
）　

老
朽
危
険
空
き
家
と
さ
せ
な

い
為
の
適
正
管
理
の
促
進
、
特
定
空

き
家
と
な
っ
た
老
朽
危
険
空
き
家
の

解
消
を
段
階
に
応
じ
た
対
策
が
必
要

で
あ
る
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
行
い

た
い
。

市
民
の
会
・
無
所
属降

旗　
　

聡

（
問
）　

市
制
施
行
20
周
年
事
業
の
効

果
と
他
事
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て
。

（
答
）　

記
念
事
業
の
事
業
費
総
額
は
、

３
２
９
２
万
９
千
円
を
見
込
ん
で
い

る
。
市
民
が
記
念
事
業
を
考
え
る
市

民
企
画
運
営
委
員
会
か
ら
提
案
さ
れ

た
事
業
は
、
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
実
施
事
業
・
各
課
実
施
事

業
・
啓
発
事
業
・
冠
記
念
事
業
に
分

類
さ
れ
る
。
平
成
28
年
度
は
、
吉
川

の
歴
史
を
振
り
返
り
、
先
人
の
功
績

に
感
謝
し
、
益
々
の
発
展
を
創
造
し
、

新
た
な
未
来
へ
歩
み
を
進
め
る
起
点

の
年
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
問
）　

新
庁
舎
建
設
・
設
計
に
市
民

の
意
見
と
市
長
の
思
い
は
ど
の
よ
う

に
反
映
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
。

（
答
）　

執
務
室
・
会
議
室
・
議
会

ゾ
ー
ン
の
面
積
は
確
保
し
た
う
え
で
、

コ
ン
パ
ク
ト
化
を
図
っ
た
。
市
民
ス

ペ
ー
ス
の
面
積
は
削
減
し
た
が
、
市

長
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
の
意
見
を
十
分
に

踏
ま
え
た
う
え
で
進
め
て
お
り
、
そ

の
過
程
こ
そ
が
市
民
協
働
そ
の
も
の
。

今
後
は
、
レ
イ
ア
ウ
ト
の
工
夫
や
壁

面
活
用
、
多
目
的
室
な
ど
の
運
用
形

態
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
お
あ
し
す

を
十
分
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
で
市

民
と
の
協
働
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

◆市長の市政方針より◆

「
価
値
あ
る
未
来
を
、
共
に
」

▼
災
害
か
ら
市
民
の
生
命
（
い
の
ち
）
と
財
産
を
守
る

▼
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る

▼
ま
ち
の
住
み
よ
さ
と
魅
力
を
高
め
る

　

市
制
施
行
20
周
年
で
あ
る
平
成
28
年
度
が
、「
価
値
あ
る
未
来
」
へ
向
け
た
新
た
な

出
発
の
１
年
と
な
る
よ
う
「
成
熟
し
た
ま
ち
・
吉
川
」
を
皆
様
と
共
に
「
オ
ー
ル
吉
川
」

で
創
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

中
原
市
長
の
施
政
方
針
に

会
派
代
表
者
が
問
う
！

議
員
提
出
議
案

意
見
書

　

今
定
例
会
で
は
、
3
件
を
上
程
し
、

次
の
２
件
を
可
決
、
内
閣
総
理
大
臣

等
へ
送
付
し
ま
し
た
。（
一
部
抜
粋
）

　

子
ど
も
の
医
療
費
の
心
配
を
な
く

す
こ
と
は
、
大
き
な
子
育
て
支
援
に

な
る
こ
と
か
ら
県
内
す
べ
て
の
自
治

体
で
子
ど
も
（
乳
幼
児
）
医
療
費
無

料
制
度
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

吉
川
市
内
は
窓
口
負
担
を
な
く
す

現
物
支
給
制
度
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
が
、
市
外
で
の
受
診
、
入
院
は
償

還
払
い
方
式
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
子
育
て
中
の
若
い
世
代
の
大
き
な

負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
的
に

み
る
と
「
現
物
支
給
方
式
」
は
37
都

府
県
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
支
給
年

齢
、
条
件
付
等
含
。
２
０
１
５
年
10

月
現
在
）

　

子
育
て
世
代
の
経
済
的
困
難
が
広

が
る
中
、
お
金
の
心
配
を
せ
ず
に
必

要
な
時
に
安
心
し
て
医
療
を
受
診
し
、

子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
守
る
た
め
に

も
埼
玉
県
内
で
の
受
診
、
入
院
に
窓

口
負
担
の
な
い
現
物
給
付
実
施
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
埼
玉
県
が
関
係
機
関
と

調
整
し
、
実
施
に
向
け
取
り
組
む
よ

う
要
請
し
ま
す
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

　

児
童
虐
待
に
よ
り
幼
い
命
が
奪
わ

れ
る
深
刻
な
事
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

家
庭
や
地
域
に
お
け
る
養
育
力
の

低
下
、
子
育
て
の
孤
立
化
や
不
安
・

負
担
感
の
増
大
等
に
よ
り
、
児
童
虐

待
の
相
談
対
応
件
数
は
増
加
の
一
途

を
辿
り
、
複
雑
・
困
難
な
ケ
ー
ス
も

増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
現
状

に
鑑
み
、
政
府
は
昨
年
12
月
、
す
べ

て
の
子
ど
も
の
安
心
と
希
望
の
実
現

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
「
児
童
虐

待
防
止
対
策
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

政
府
に
お
い
て
は
、
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
策
定
さ
れ
た
施
策
の
方
向
性

を
踏
ま
え
、
児
童
虐
待
発
生
予
防
か

ら
発
生
時
の
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
、

自
立
支
援
に
至
る
ま
で
の
一
連
の
対

策
強
化
の
た
め
、
早
期
に
児
童
福
祉

法
等
改
正
案
を
国
会
に
提
出
す
る
と

と
も
に
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
も
速

や
か
に
実
施
す
る
よ
う
強
く
要
請
い

た
し
ま
す
。

１　

児
童
虐
待
の
発
生
を
予
防
し
、

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
切
れ

目
な
い
支
援
を
実
現
す
る
た
め
、「
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

法
定
化
し
、
全
国
展
開
を
図
る
こ
と
。

ま
た
、
孤
立
し
が
ち
な
子
育
て
家
庭

へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
を
強
化
す

る
た
め
、
子
育
て
の
不
安
や
悩
み
等

を
抱
え
る
家
庭
へ
の
養
育
支
援
訪
問

事
業
や
、
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
（
家
庭

訪
問
型
子
育
て
支
援
）
事
業
を
全
て

の
自
治
体
で
実
施
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
。

(

他
５
項
目
）

県
内
医
療
施
設
で
の
子
ど
も
の

医
療
費
現
物
支
給
実
施
を
求
め
る

意
見
書

児
童
虐
待
防
止
対
策
の

抜
本
強
化
を
求
め
る
意
見
書


